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ついては Stoljar(2009)による、3つのテーゼからの整理が分かりやすい。  
 




















 Campbell(1993)は、「色についての単純な見解（the simple view of color）」を擁護する。「単
純な見解」によれば、色は我々の心からは独立に存在し、かつ色は我々にとって経験を通





















































 以上がCampbellの議論である。次節では、Byrne & Hilbert(2007)による「単純な見解」
へのさらなる反論を見る。 
 
4. Byrne & Hilbert(2007)の批判 







































































































 透明テーゼがこのように理解された場合、Byrne & Hilbertの批判（動物の知覚からの議






































































































(4) Campbell(2005)はByrne & Hilbert(2007)に対して応答しているが、ドラフトの段階でやり取りが行われた
ようで、出版年数は逆になっている。 
(5) Maund(2012), p. 9。Byrne & Hilbert(1997)の Introduction、Byrne & Hilbert(2002)もほぼ同様に立場を整理す
る。 
(6) 主観主義は、色を客観的世界から排除するという意味で消去主義（eliminativism）とも言われる。 





















(14) 本論 2節の整理に従えば、Yabloはテーゼ(3)のみにコミットするということである。 
(15) 色について発見された経験的事実と「開示」が両立しないということは一般的な問題だが、特に認知
科学の成果を踏まえてこれを詳しく論じたものには Jakab(2006), Webster(2002)などがある。 
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